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特別な日
長野県・上田市立豊殿小学校・六年
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(と),戸)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひょう),兵)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ここ),心)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),瞳)）
　「おかえり。」
　私は、「おかえり」という言葉を聞くと心が明るくなります。「ありがとう」という言葉も好きですが、私が一番好きな言葉は「おかえり」です。私にとってこの言葉は、すごく人の温かみを感じ、気持ちを明るくしてくれる特別な言葉だからです。
　初めから、「おかえり」という言葉が好きだったわけではありません。本当は大きらいな言葉の一つでした。それは、「おかえり」という言葉は、必ず二人以上の人が必要になります。「ただいま」という帰る人と、「おかえり」というそれを待つ人がいます。帰る人だけでも、待つ人だけでも片方が欠けていれば成立しません。両方がいて、やっと使われる言葉だからです。私は、だれもいない家に毎日帰るのはとてもさびしいと思っていました。それは、「おかえり」と言う返事をしてくれる人がいなかったから大きらいでした。
　私にとっての「ただいま」は、だれも答えてくれるはずのない家に帰り、義務的に大声で言う言葉です。それは、小学校一年生の時の防犯教室の授業で、家の中に人がいると思わせるためにだれもいなくても大きな声で「ただいま」ということを教わったからです。なので、私にとって「ただいま」という言葉は自分を守るための大切な言葉で、決して心が明るくなる言葉ではありませんでした。今まではかなしい言葉、あまり言いたくないさみしい言葉でした。でも、最近言われてうれしい言葉、気持ちが明るくなる言葉の仲間入りをしました。毎日、じゅ文のように何となく言う「ただいま」という言葉に「おかえり」と返事が返ってくれる特別な日があるからです。何の前ぶれもなくその日はとつ然やってきます。それは、お母さんが仕事の昼休みに帰ってきて答えてくれるからです。本当は、うれしいのですが、「何でいるの？」「仕事はもう終わったの？」と冷たく言ってしまいます。心の中では、「明日も特別な日だったらいいな」と思っていますが、なかなか照れくさくてお母さんに伝えられません。
　私は、最近あることに気がつきました。それは、お母さんが私の下校時刻に合わせて昼休みの時間を調整していることです。「どうして、こんなおそい時間に昼休み？」「おやつの時間だよ？」と思ったことは何度かありましたが、あまり深く考えていませんでした。お母さんは、「おかえり」を言えるようにひそかに努力をしてくれていました。そんなお母さんの努力に負けないように私も照れずに、今まではあまり話さないでいた学校であった出来事や、自まんしたいことを話したいと思います。
　私は「おかえり」といってもらえるささいなことでこんなに心が明るくなると思いませんでした。いやなことがあっても次の日までには気持ちをきりかえることができていると感じたからです。私はこれからも毎日「おかえり」と言ってもらえません。でも、家族が返ってきたら元気よく、「おかえり」と言いたいです。「ただいま」「おかえり」という本当に短い言葉のやり取りができる家族がいることはとても幸せだと思います。
　そして、私は特別な日があるから、「おかえり」という言葉の大切さを知ることができました。当たり前と思われる「おかえり」という言葉ですが、私にとっては心をばっと明るくしてくれる最高の言葉です。
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